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学位論文内容の要旨 

博士の専攻分野の名称   博士（歯学）     氏名   村 島 直 道 

学 位 論 文 題 名 

Mechanical effect of an implant under denture base in implant-supported distal free-end 

removable partial dentures 

（インプラントに支持を求めた遊離端部分床義歯におけるインプラントの力学的効果） 

キーワード（５つ）IARPD，有限要素解析，歯科インプラント，部分床義歯，KennedyⅠ級 

 

歯科インプラント(インプラント)は，有床義歯（RPD）と比較して QOL の向上に大きく

寄与することが報告されている．近年は，欠損部に埋入したインプラントを支持に用いた義

歯(Implant Assisted Removable Partial Denture：IARPD)が臨床応用されているが，インプ

ラントの追加が，他の支持組織の負担軽減にどの程度寄与するのかは明らかにされていな

い．そこで本研究では，IARPD の３次元有限要素(FE)モデルを作成し，インプラントの追

加が支台歯および義歯床の咬合圧負担に及ぼす影響を検討した． 

北海道大学病院義歯補綴科を受診した下顎右側臼歯 4 歯欠損を有する患者の CT データよ

り CT 値に基づいて骨と歯の外形を抽出し，粘膜，歯根膜，義歯のパーツを加えて両側遊離

端の FE モデルを作成した（RPD モデル）．支台歯は犬歯とし，Co-Cr 合金製の基底結節レ

ストと I バークラスプを支台装置とした．IARPD モデルには，第一小臼歯，第二小臼歯ま

たは第一大臼歯相当部に，チタン製インプラントを埋入し，それぞれ IARPD4，IARPD5，

IARPD6 モデルとした．下顎頭と咬筋付着部の各 1 点を完全拘束し，正中断面の左右方向

の変位を拘束して両側遊離端義歯として解析した．荷重点は，人工歯咬合面の第一小臼歯遠

心小窩，第二小臼歯遠心小窩，第一大臼歯中心窩および第二大臼歯中心窩相当部に設定した

(L4，L5，L6，L7)．義歯と各支持組織との間には接触要素を付与し，インプラントと義歯

床間は，L6 に 100N の垂直荷重を加えた際に接触するようにリリーフ量を設定した．L4，

L5，L6 または L7 に 200N の垂直荷重を加えた際の顎堤粘膜および支台歯歯根膜における

相当応力分布を解析した．(北海道大学病院自主臨床研究審査委員会 11000917 承認 承認

番号自 016-0152)  

粘膜における相当応力は，荷重別では，すべてのモデルで L7 荷重時に最大応力がみられ

た．また RPD モデルと比較して IARPD6 モデルで最も応力が減少した．義歯床の変位量

は，すべてのモデルにおいて L7 荷重時に最大であった．またインプラントの位置が遠心に

位置するほど，変位は小さくなる傾向となった． 

歯根膜における相当応力は，RPD モデルでは L7 荷重時に最少となったが IARPD モデル



では L6 荷重時に最少となった．一方，L7 荷重時においては，RPD モデルと比較して，

IARPD5 モデルで増加がみられた． 

犬歯根尖部における変位は，RPD モデルでは荷重点が遠心に移動するにつれて減少がみ

られるが，IARPD5,6 モデルでは，L7 荷重時に浮力が生じていた． 

下顎両側遊離端欠損症例において，顎堤粘膜と支台歯への負担軽減に最も有効であるの

は６番相当部への埋入時であることが示唆された．一方で，５番，６番相当部に埋入した場

合，埋入位置よりも遠心側へ荷重を加えると，RPD よりも支台歯への負担が増加すること

が示唆された． 


